Enhancement of Antitumor Activity in Mouse Alveolar Macrophages by Immunoactivators Encapsulated within Polysaccharide-coated Liposomes by 岡 三喜男
平成 2年 7月31日 長崎大学学報 (号外第108号 29
岡 三喜男(長崎県)昭和28年 3月18日生
授与年月日 平成 2年 4月30日
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単独 (emptyC HM-L UV)を投与した。免疫賦活
用剤として， muramyl dipeptide (M D P)の誘導体で
あるMDP-L18と， polyanionの一つであるMA-




して Lew.is肺癌細胞 (3L L)を加えた。 MDP-L
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ソームは，投与 1および24時間後にAMの原形質内に
多数取り込まれていた。
(2) MDP-L18系:free typeではA Mの抗腫蕩
活性は殆どみられなかった。 CHM-LUV(MDP 
-L 1 8)では 1μg/mouse以上投与で，投与後24
時間目にピーク有する A Mの活性化が，低いながらも
平均で約20%みられた。
(3) MA-CDA系:P B S， empty C H M -L U 
Vでは， AMの抗腫蕩活性は殆ど誘導されなかった。
freetype， CHM'-LUV (MA，-CDA)では，投
































平成 1年12月 iEnhancementof antitumor activity 
in mouse alveolar macrophages by immunoactiva-
tors encapsulated within polysaccharide-coated 
liposomesJを完成した。これを主論文とし， iThediag-
nostic role of fiberotic bronchoscopy in im-
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